
平成17年
10月号
No.007

10
元気、 熱 気、 勇 気、 や る 気、 稲 敷 市

CONTENTS p2粗大ごみ収集 p3自転車の交通安全 p4介護保険 p5-7年金現況届、行政相談 男女共同
参画社会、幼稚園入園児募集、文化協会発足、難病患者支援、国勢調査 p8-10くらし p11うまいもん
p12-13できごと p14-15スポーツ p16-17保健センター p18図書だより p19稲敷文芸 p20ぶら稲



広報稲敷平成17年10月号 2

ア
ル
ミ
類
、
自
転
車
類
、
モ
ー

タ
ー
類
、ガ
ラ
ス
類

10
月
30
日
（
日
）
：
家
電
製
品

類
、ガ
ラ
ス
類
、家
具
類
、そ
の

他
、持

込
め
る
粗
大
ご
み

持
込
め
る
ご
み
は
、
家
庭
か
ら

出
る
粗
大
ご
み
だ
け
で
す
。

■
10
月
23
日
に
持
込
め
る
ご
み

鉄
く
ず
類
：
ト
タ
ン
、
ス
チ
ー

ル
デ
ス
ク
・
ロ
ッ
カ
ー
・
本
棚
、

ガ
ス
レ
ン
ジ
、
卓
上
コ
ン
ロ
、

傘
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ボ
イ
ラ
ー
、
農
薬

な
ど
の
缶
、ス
テ
ン
レ
ス
製
品

ア
ル
ミ
類
：
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、

ア
ル
ミ
製
品

市
で
は
、
新
利
根
地
区
で
、
一

般
の
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み

の
収
集
を
行
い
ま
す
。注
意
事

項
を
守
っ
て
、
各
自
で
回
収
場

所
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
内
ど
の
地
区
の
方
で
も
持
ち

込
め
ま
す
。な
お
、
桜
川
と
東

地
区
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
決

ま
り
次
第
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
２
）

粗
大
ご
み
回
収

新
利
根
地
区

■
搬
入
日
程

10
月
23
日（
日
）、30
日（
日
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
4
時
ま
で

※
指
定
時
間
以
外
は
入
れ
ま
せ

ん
の
で
、
時
間
厳
守
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
場
所

新
利
根
グ
ラ
ン
ド
（
新
利
根
中

学
校
前
）
※
搬
入
は
一
方
通
行

と
な
り
ま
す
。係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
品
目

※
収
集
日
に
よ
り
品
目
が
異
な

り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日
（
日
）
：
鉄
く
ず
類
、

自
転
車
類
：
自
転
車
、三
輪
車
、

一
輪
車
、リ
ヤ
カ
ー

モ
ー
タ
ー
類
：
モ
ー
タ
ー
、
井

戸
ポ
ン
プ
類

ガ
ラ
ス
類
：
板
ガ
ラ
ス
、鏡

■
10
月
30
日
に
持
込
め
る
ご
み

家
電
製
品
類
：
電
気
ミ
シ
ン
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
、電
子
レ
ン
ジ
、

掃
除
機
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ス
キ
ー
板
・

靴
、ワ
ー
プ
ロ
、ス
テ
レ
オ
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
金
具
と
の

分
別
が
不
可
能
な
も
の

家
具
類
：
布
団
・
毛
布
、
畳
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
古
材
、
木
製
家

具
製
品（
食
器
棚
、タ
ン
ス
、本
棚
、

戸
、
机
、
椅
子
な
ど
）、
ベ
ッ
ド
・

ソ
フ
ァ
ー
、
座
椅
子
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
（
コ
ー
ド
は
切
っ
て

く
だ
さ
い
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品ガ
ラ
ス
類
：
板
ガ
ラ
ス
、鏡

そ
の
他
：
塩
ビ
パ
イ
プ
、
断
熱

材
、ビ
ニ
ー
ル
ト
タ
ン

持
ち
込
み
の
注
意
点

指
定
以
外
の
ご
み
は
持
込
め
ま

せ
ん
。そ
の
場
合
は
持
ち
帰
り

と
な
り
ま
す
。

ま
た
解
体
し
な
い
で
持
込
ん

だ
場
合
は
、
各
自
で
解
体
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ベ
ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
ー
、
座
椅

子
は
、
中
の
ス
プ
リ
ン
グ
や

金
具
を
取
り
除
く

・
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
な
ど
は
、
枠

と
ガ
ラ
ス
を
分
別

・
ボ
イ
ラ
ー
は
断
熱
材
を
取
り

外
す

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
灯
油
は
抜

き
取
る

・
農
薬
の
缶
は
、
中
を
よ
く
洗

い
、ふ
た
を
し
な
い

持
込
め
な
い
粗
大
ご
み

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
販
売
店
ま

た
は
廃
棄
物
処
理
業
者
へ
依
頼

く
だ
さ
い
。

①
パ
ソ
コ
ン
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
）

②
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン（
室
外
機
を
含
む
）

③
事
業
活
動
で
排
出
さ
れ
る
ご

み
：
農
業
用
の
機
械
・
ビ
ニ

ー
ル
・
苗
箱
、机
、椅
子
、ロ

ッ
カ
ー
な
ど

④
危
険
物
：
消
火
器
、
ガ
ス
ボ

ン
ベ
、バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

⑤
家
庭
電
化
製
品
以
外
の
電
動

機
、バ
イ
ク
、タ
イ
ヤ

⑥
通
常
の
、燃
え
る
ご
み
、缶
・

ビ
ン
な
ど
の
ご
み
は
、
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

家庭の粗大ごみ収集
新利根地区で10月23日、30日に

食堂食堂

食堂食堂

市役所
新利根庁舎
市役所
新利根庁舎

新利根
グラウンド
新利根
グラウンド

寿司屋寿司屋

歩道橋歩道橋

新利根中学校新利根中学校

××

角崎交差点角崎交差点

国
道
４
０
８
号
線

国
道
４
０
８
号
線

10月23日（日） 鉄くず類、アルミ類、自転車類、
モーター類、ガラス類

10月30日（日） 家電製品類、家具類、ガラス類、
その他
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自転車の交通安全
自転車、正しく乗ってますか？

通
勤
や
通
学
、
日
々
の
買
い
物

や
ち
ょ
っ
と
し
た
近
所
へ
の
お

出
か
け
な
ど
で
、
自
転
車
を
利

用
し
て
い
る
方
は
多
い
で
し
ょ

う
。自
転
車
は
一
度
乗
り
方
を

覚
え
れ
ば
、
だ
れ
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
便
利
な
乗
り
物
で

す
。し
か
し
、
一
つ
乗
り
方
を

間
違
え
る
と
、
交
通
事
故
に
遭

っ
た
り
、
歩
行
者
を
傷
つ
け
た

り
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
安
全
に
自
転
車
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
事
故
の
８
割

以
上
は
自
動
車
と

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る

自
転
車
。し
か
し
、最
近
、自
転

車
乗
用
中
に
交
通
事
故
に
遭

い
、
け
が
を
す
る
人
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
中
の
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

18
万
７
９
８
０
件
。過
去
10
年

間
の
推
移
を
見
る
と
、
そ
の
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。そ

の
８
割
以
上
に
あ
た
る
15
万 

６
５
５
８
件
が
自
動
車
と
の
事

故
で
す
。対
自
動
車
と
の
事
故

で
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る

人
の
ほ
う
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

や
す
く
、
自
転
車
の
死
亡
交
通

事
故
の
9
割
が
対
自
動
車
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
危
険
な
交
通
事
故

が
特
に
起
こ
り
や
す
い
の
が
、

交
差
点
で
す
。交
差
点
で
は
、

出
会
い
頭
事
故
や
後
方
か
ら
左

折
す
る
自
動
車
に
自
転
車
が
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

違
反
が
事
故
に

こ
う
し
た
自
転
車
事
故
で
は
、

事
故
に
遭
っ
た
自
転
車
の
約
７

割
に
、
何
ら
か
の
交
通
ル
ー
ル

違
反
が
あ
り
ま
す
。

道
路
は
自
転
車
だ
け
で
な

く
、自
動
車
、バ
イ
ク
、歩
行
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
通
り

ま
す
。交
通
ル
ー
ル
は
、
み
ん

な
が
安
全
に
、
安
心
し
て
道
路

を
利
用
す
る
た
め
に
、
一
人
一

人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
切
な
約
束
事
な
の
で
す
。

ま
た
、
対
自
動
車
の
事
故
で

は
被
害
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
自
転
車
で
す
が
、
自
転

車
対
歩
行
者
事
故
で
は
、
逆
に

自
転
車
が
歩
行
者
に
被
害
を
与

え
て
し
ま
う
こ
と
が
大
半
で

す
。対
歩
行
者
事
故
の
大
半
は
、

自
転
車
側
の
責
任
が
重
い
事
故

で
す
。

「
自
転
車
通
行
可
」
と
さ
れ

て
い
る
歩
道
を
自
転
車
が
通
行

す
る
場
合
に
は
、
歩
道
の
車
道

寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
、
歩
行

者
の
妨
げ
に
な
る
場
合
は
一
時

停
止
し
た
り
、
自
転
車
を
降
り

て
押
し
歩
き
し
た
り
す
る
な

ど
、
歩
行
者
に
配
慮
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

も
う
一
度
確
認

ル
ー
ル
＆
マ
ナ
ー

自
転
車
に
乗
る
人
も
周
囲
の
人

も
、
安
全
に
道
路
を
利
用
す
る

た
め
に
、自
転
車
に
乗
る
人
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
標
識
等
に
よ
り
「
自
転
車
通

行
可
」
と
さ
れ
て
い
る
歩
道
を

自
転
車
で
通
行
す
る
と
き
は
、

歩
行
者
の
通
行
に
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
一
時
停
止
」
の
標
識
の
あ

る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
、
必
ず
止
ま
っ
て
安
全

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
は
絶
対
に
守
り
ま
し
ょ

う
。

・
２
人
乗
り
や
携
帯
電
話
で
話

し
な
が
ら
の
運
転
は
、
危
険
な

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
ど
き
は
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

自
転
車
の
側
面
に
も
反
射
材
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗

ら
な
い
こ
と
。自
転
車
の
酒
酔

い
運
転
も
法
律
違
反
で
す
。

最近、子ど
もを乗せた
自転車が転
倒する事故
が多くなっ
ています。
自転車に子どもを乗せるときに
は、「幼児用ヘルメット」を着用さ
せましょう。万一、転倒したとき
に、ヘルメットが頭部への衝撃を
和らげます。ヘルメットは、安全
基準に適合したものを選び、正し
く着用させてください。

事故から守る幼児ヘルメット
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持
続
可
能
な
制
度
の
た
め
に

介
護
保
険
制
度
は
施
行
か
ら
５

年
を
経
て
、
国
民
の
老
後
の
生

活
を
支
え
る
制
度
の
一
つ
と
し

て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。一
方

で
給
付
さ
れ
る
費
用
は
年
々
増

大
し
、今
年
度
は
約
７
兆
円（
ス

タ
ー
ト
時
の
約
２
倍
）
に
達
す
る

勢
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
給
付
費
は
、
保

険
料
と
公
費（
税
金
）に
よ
り
支

え
ら
れ
、
介
護
保
険
料
は
、
高

齢
者
の
方
に
も
ご
負
担
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
全
国

平
均
で
月
額
１
０
０
０
円
程
度

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
は
、
少
し
で
も
早
く
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る
費
用
を

効
率
化
し
、
重
点
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
今
回
の
見
直

し
は
、
今
年
10
月
か
ら
実
施
し

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
保
険
給

付
費
は
年
間
３
０
０
０
億
円
程

度
減
少
し
、
保
険
料
の
上
昇
も

全
国
平
均
で
月
額
２
０
０
円
程

度
抑
え
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

給
付
と
負
担
を
公
平
に

現
行
制
度
で
は
、
同
じ
要
介
護

状
態
の
方
で
も
、
在
宅
生
活
の

方
と
施
設
に
入
所（
入
院
）さ
れ

て
い
る
方
で
は
費
用
負
担
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
在
宅
の
場
合
は
居

住
費（
家
賃
、
光
熱
水
費
な
ど
）や

食
費
は
本
人
が
負
担
し
て
い
る

の
に
対
し
、
施
設
に
入
所
（
入

院
）
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
費
用
は
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
（
食
材
料
費
を
除
く
）
か
ら

で
す
。な
お
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
現
在
で
も
、

居
住
費
・
食
費
は
利
用
者
が
負

担
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
は
、
同
じ
要

介
護
状
態
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
給
付
と

負
担
が
公
平
と
な
る
よ
う
、
介

護
保
険
の
保
険
給
付
の
範
囲
を

「
介
護
」
に
要
す
る
費
用
に
重

点
化
し
、「
居
住
」や「
食
事
」に

要
す
る
費
用
は
、
保
険
給
付
の

対
象
外
と
す
る
も
の
で
す
。た

だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
所
得
の

低
い
方
の
負
担
額
は
一
定
の
範

囲
に
と
ど
ま
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
０
０

０（
内
線
４
６
０
４
）

区 分
居住費 食費

個室 準個室 多床室 個室 準個室 多床室

○住民税非課税世帯
の老齢福祉年金受
給者

○生活保護の受給者

25,000円 15,000円 0円 10,000円

○住民税非課税世帯
の方（収入が80万円
以下の年金のみの方）

25,000円 15,000円 10,000円 12,000円

○住民税非課税世帯
の方（収入が80万～
266万の年金のみの
方）

50,000円 40,000円 10,000円 20,000円

※負担上限額（減額）の認定については、申請が必要となります。

低所得の方の負担上限額（目安） 介護保険施設の居住費・食費
の負担額（ショートステイを含む）

現在の負担額
食費一部負担（標準負担額）
24,180円
介護サービス費用（居宅費含む）
1割

改正後の負担額
食事 42,000円

居住費
個室 60,000円
準個室 50,000円
多床室 10,000円

介護サービス費用１割
※この他に日常生活費等が別途自
己負担となります。

改正の主なポイント
表示されている金額は標準的なもの（目安）であり、施設によって金額は異なります。

みんなで支えよう介護保険
10月から介護保険施設などの利用料が変わります
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現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
受
給
者

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
誕
生
日
の
あ
る
月
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。現
況
届
は
１
年
に
１
回
、

誕
生
月
に
提
出
す
る
も
の
で
、

あ
な
た
が
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大
事
な
届
で

す
。現

況
届
は
誕
生
月
の
初
め
頃

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。あ
な
た

の
住
所
、
氏
名
や
加
給
年
金
額

対
象
者
の
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
て
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
に
誕
生
月
の
末
日
ま

で
に
届
く
よ
う
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。な
お
、
ご
自
分
で
は
記

入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

親
族
な
ど
ほ
か
の
方
が
記
入
さ

れ
る
と
き
は
、
受
給
権
者
の
欄

や
加
給
年
金
額
対
象
者
の
欄
を

漏
れ
な
く
記
入
の
上
、「
代
理

人
署
名
欄
」
に
代
筆
者
の
氏
名
、

住
所
な
ど
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と

き
に
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。年
金
の

支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
て
も
、

現
況
届
が
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随
時
、
止

ま
っ
た
期
間
分
を
遡
っ
て
年
金

を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
が
、

支
払
い
ま
で
１
〜
２
ヶ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
や
20
歳
前
の

障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
誕
生
月

で
は
な
く
、
毎
年
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
住
所
地
の
市
役

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類

な
ど
に
よ
っ
て
、
医
師
ま
た
は

歯
科
医
師
の
診
断
書
や
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
‐
８
２
４
‐
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
‐
８
９
２

‐
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例
え

ば
、「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案

内
標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、

「
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」、「
施
設
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
時
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。行
政
相

談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
国
の
仕
事
に
関
す
る

苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通

知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
政
相
談
制
度

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全

国
各
地
で
行
政
相
談
所
等
が
開

設
さ
れ
ま
す
。当
市
で
は
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。ご
相
談

は
、
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
毎
月
各
地
区
で
行
わ

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
よ
う
！

秋
の
行
政
相
談
週
間

れ
て
い
る
行
政
相
談
に
つ
い
て

は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

稲
敷
市
の
相
談
委
員

江
戸
崎
地
区
＝
正
野
志
津
江
☎

０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
１
６
５

新
利
根
地
区
＝
池
田
信
正
☎
０

２
９
７
‐
８
７
‐
２
６
０
２

桜
川
地
区
＝
飯
嶋
榮
☎
０
２

９
‐
８
９
４
‐
３
３
３
０

東
地
区
＝
飯
出
芳
宏
☎
０
２
９

９
‐
７
９
‐
１
２
９
７

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
☎
０
２
９
‐
２

２
１
‐
３
３
４
７

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）
☎
０
５
７
０
‐
０

９
０
１
１
０

お気軽にご相談ください 年金相談と徴収
日時：10月20日（木） 午前10時～午後4時
場所：東庁舎 1階 相談室
持参するもの：年金相談の方＝年金手帳・年金
証書（受給者のみ）・保険証・印かん・職歴メモな
ど／年金納付の方＝土浦社会保険事務所から送
られてきた納付書・納付金額（はがき）など
当日は、土浦社会保険事務所の専門官が、み

なさんの年金についての疑問や相談についてお
答えします。また、前年度分や前々年度分の保
険料を納め忘れた方でも、当日納付（一括納入が

困難な方は分割も可）ができますので、お気軽に
ご相談ください。

行
政
相
談
所

日
時
：
10
月
21
日（
金
）午

後
１
時
か
ら
４
時

場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
研

修
室

●
稲
敷
市
総
務
課
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
４
）
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市
立
各
幼
稚
園
で
は
平
成
18
年

度
の
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

各
幼
稚
園
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。申
請
書
は
対
象
児
童
の
ご

家
庭
（
８
月
末
日
現
在
で
住
民
登

録
し
て
い
る
場
合
）
へ
郵
送
し
ま

す
。な
お
申
請
書
は
各
幼
稚
園
、

学
校
教
育
課
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
：
申
請
書
を
10
月
14
日

（
金
）ま
で
に
各
幼
稚
園
へ
提
出

（
要
印
鑑
）

入
園
資
格
＝
市
内
在
住
で
、
集

団
生
活
す
る
に
あ
た
り
大
き
く

支
障
の
な
い
幼
児
。

・
１
年
保
育（
５
歳
児
）＝
平
成

12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ

・
２
年
保
育（
４
歳
児
）＝
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ

・
３
年
保
育（
３
歳
児
）＝
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ

※
江
戸
崎
幼
稚
園
は
１
・
２
年

保
育
の
み

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０（
内
線
３
６
０
２
）

園名 住所 電話 通園範囲
江戸崎幼稚園 稲敷市江戸崎甲2740-2 029-892-2829 江戸崎、君賀、沼里、鳩崎、高田小学校区
新利根幼稚園 稲敷市上根本3301 0297-87-3177 根本、柴崎、太田小学校区
桜川幼稚園 稲敷市古渡305 029-894-2013 阿波、浮島、古渡小学校区
みのり幼稚園 稲敷市結佐2534-8 0299-78-2116 あずま南、あずま東、新東小学校区
ゆたか幼稚園 稲敷市福田1169 0299-79-1416 あずま北、あずま西小学校区

稲
敷
市
立
幼
稚
園
入
園
児
募
集

平
成
18
年
度
入
園
児

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

推
進
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
家

庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
男
女
が
共

に
支
え
合
い
、「
自
分
ら
し
く
」

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
、
誰

も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
で
す
。

私
た
ち
の
国
の
憲
法
に
は
個

人
の
尊
重
、
法
の
下
の
平
等
が

う
た
わ
れ
て
お
り
、
男
女
平
等

の
実
現
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な

施
策
が
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、
大
事
な
意
思
決

定
の
場
に
女
性
が
加
わ
れ
な
か

っ
た
り
、
男
女
間
の
不
平
等
を

感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
ま
だ
ま

だ
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

や
経
済
活
動
の
成
熟
化
、
情
報

通
信
技
術
の
高
度
化
な
ど
私
た

ち
の
生
活
を
め
ぐ
る
状
況
が
変

化
し
て
い
る
中
で
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
よ

う
な
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
家

庭
、地
域
、職
場
、学
校
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
が

今
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
男
女
共
同
参

画
計
画
を
策
定
し
、
男
女
共
同

参
画
意
識
の
啓
発
や
学
習
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地

域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
を

促
進
す
る
環
境
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

稲
敷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

市
で
は
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
協

議
会
」の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
事
業
は
、
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
導
入
し
、

市
民
と
行
政
が
手
を
携
え
て
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

稲
敷
市
を
少
し
で
も
住
み
や

す
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
い
て
生

き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、

ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。皆
様
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
推
進
協
議
会
は
20
名

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
10
名
が

団
体
推
薦
、
残
り
10
名
が
一
般

公
募
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格
：
市
内
に
在
住
、
在

勤
の
20
歳
以
上
の
方
。定
員
10

名
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
地

域
性
を
考
慮
し
て
選
考
。

応
募
方
法
：
10
月
14
日（
金
）ま

で
に
、
必
要
事
項（
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
職
業
⑤
電
話
番
号
）

を
明
記
し
、は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
、
問
合
せ
は
左
記
ま
で
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
女
性
行

政
係

〒
３
０
０
‐
０
５
９
５

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
‐

１
（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内
線
２

４
０
３
）
℻
０
２
９
‐
８
９
３

‐
０
３
８
８

ｅ
メ
ー
ル hisyokouchou@

city.inashiki.lg.jp
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稲
敷
市
文
化
協
会
発
足

１
６
９
団
体
、会
員
数
２
５
０
０
人
に
！

稲
敷
市
文
化
協
会
の
設
立
総
会

が
７
月
31
日
あ
ず
ま
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
旧
町

村
の
文
化
協
会
の
代
表
者
な
ど

会
員
約
３
０
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
①
旧
町
村
の
文

化
協
会
を
一
つ
に
ま
と
め
「
稲

敷
市
文
化
協
会
」
を
新
た
に
立

ち
上
げ
る
こ
と
、
②
旧
町
村
単

位
で
４
支
部
そ
れ
ぞ
れ
12
の
部

門（
文
芸
、
科
学
、
生
活
文
化
、
手

工
芸
、植
物
、囲
碁
・
将
棋
、茶
道
、

華
道
、伝
統
芸
能
、舞
踊
、音
楽
、美

術
）
か
ら
組
織
す
る
こ
と
、
③

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
理
事
長
に
な

っ
た
高
須
行
雄
さ
ん
は
、
総
会

で
「
融
和
と
協
調
の
精
神
で
稲

敷
市
の
文
化
の
発
展
た
め
に
つ

く
し
ま
し
ょ
う
」
と
今
後
の
発

展
を
期
待
し
て
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。

市
文
化
協
会
は
合
併
に
よ
り

所
属
団
体
１
６
９
団
体
、
会
員

２
５
０
０
人
を
超
え
る
大
き
な

団
体
に
な
り
、
文
化
祭
な
ど
を

中
心
に
文
化
活
動
を
行
っ
て
行

き
ま
す
。

文
化
協
会
役
員

▽
会
長
＝
髙
城
功
（
市
長
）
▽

副
会
長
＝
田
中
弘
一
（
教
育
長
）

▽
理
事
長
＝
高
須
行
雄
▽
理
事

＝
飯
野
俊
夫
、
平
田
好
子
、
坂

本
弥
太
郎
、代
勇
、宮
崎
実
、井

戸
賀
吉
男
、
吉
田
多
嘉
子
、
関

川
初
子
、西
村
勝
也
、中
田
清
、

福
田
雅
子
、
伊
藤
ふ
み
江
、
島

崎
正
道
、
椎
名
徳
二
、
根
本
玉

子●
事
務
局
＝
稲
敷
市
文
化
協
会

事
務
局
（
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
内
）☎
０
２
９
‐
８
９

２
‐
２
０
０
０
（
内
線
３
７
０

６
）

難
病
患
者
支
援
費
支
給
制
度
は
、

難
病
患
者
の
方
々
に
支
援
費
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者

の
方
の
闘
病
と
そ
の
保
護
者
の

労
苦
に
報
い
る
も
の
で
す
。申

請
に
基
づ
き
、
市
が
決
定
し
て

支
給
し
ま
す
。

受
給
で
き
る
方

稲
敷
市
に
居
住
す
る
難
病
患
者

ま
た
は
そ
の
保
護
者

支
援
費
の
額

月
額
３
０
０
０
円

支
援
費
の
支
給
方
法

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
分
か
ら
、
毎
年
９
月
お

よ
び
３
月
の
２
期
毎
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
当
月
ま
で
の
分
を
支
給

し
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
方
法

難
病
患
者
支
援
費
支
給
申
請
書

に
一
般
特
定
患
者
医
療
受
給
者

証
の
写
し
を
添
え
て
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
社

会
福
祉
課
）
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２

０
０
０（
内
線
３
２
１
１
）

難
病
患
者

支
援
制
度

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高

齢
社
会
へ
の
取
り
組
み
や
み
な

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
さ

れ
ま
す
。

国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す

る
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義

務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密

は
保
護
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
員
は
国
家
公
務
員

で
あ
り
、
調
査
員
証
を
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
６
４
９

10
月
１
日
、

国
勢
調
査

国勢調査員が、皆さんの
お宅へ調査票の配布にう
かがいます。
調査票が届いてない場

合は、ご連絡ください。
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公
民
館
（
阿
見
町
若
栗
１
８
８
６

‐
１
）、
龍
ケ
崎
会
場
＝
馴
柴
公

民
館（
龍
ケ
崎
市
馴
柴
２
１
‐
１
）

／
相
談
内
容
：
登
記
・
供
託
・

訴
訟
書
類
作
成
な
ど
の
司
法
書

士
の
業
務
に
関
す
る
相
談

●
茨
城
県
司
法
書
士
会
☎
０
２

９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

取
扱
い
作
業
従
事
者
へ

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨

城
県
支
部
に
よ
る
石
綿
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）
取
扱
い
作
業
従
事
者

へ
の
特
別
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
22
日（
火
）午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
／

場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
／
受
講

料
：
会
員
＝
６
千
円
、
会
員
外

＝
７
千
円
／
受
講
定
員
：
90
名

／
申
込
締
切
：
10
月
31
日（
月
）

●
稲
敷
地
区
建
築
組
合
連
合
会

（
江
戸
崎
職
業
訓
練
校
内
）☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
９
３
６

障
害
者
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
（
龍
ヶ

崎
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
障

害
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
： 

10
月
６
日
（
木
）
午
後

１
時
か
ら
３
時
30
分
／
会
場
：

回
の
募
集
で
は
、
日
系
社
会
青

年
・
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
：
10
月
10
日（
月
）か

ら
11
月
16
日
（
水
）
／
募
集
資

格
：
青
年
＝
満
20
歳
か
ら
39
歳
、

シ
ニ
ア
＝
満
40
歳
か
ら
69
歳

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波（
国
際
協
力
機

構
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
２

９
‐
８
３
８
‐
１
１
１
１

土
浦
産
業
技
術
専
門
学

院
学
院
生
募
集

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

で
は
、
平
成
18
年
度
の
学
院
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
：
機
械
技
術
科
・

自
動
車
整
備
科・情
報
技
術
科・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
科
（
各

科
20
名
）
／
訓
練
期
間
：
２
年

／
応
募
資
格
：
高
卒
者
（
卒
業

見
込
み
を
含
む
）ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

／
受
付
期
間
：
10
月
31
日（
月
）

か
ら
11
月
11
日
（
金
）
／
試
験

日
：
11
月
18
日（
金
）

●
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専

門
学
院
（
土
浦
市
中
村
西
根
番
外

50
）
☎
０
２
９
‐
８
４
１
‐
３

５
５
１

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
協
力
機
構
筑
波
国
際
セ
ン

タ
ー
で
は
、
技
術
や
経
験
を
生

か
し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
々

と
共
に
生
活
し
、
協
力
活
動
を

展
開
し
て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。今

募集

bo

土
浦
京
成
ホ
テ
ル（
土
浦
市
川
口

２
‐
１
３
‐
２
１
）

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
☎
０

２
９
７
‐
６
０
‐
２
７
２
７
℻

０
２
９
７
‐
６
５
‐
３
０
６
０

江
戸
崎
地
区
の

皆
さ
ん
へ

江
戸
崎
地
区
の
水
道
管
路
台
帳

更
新
に
あ
た
り
、
９
月
５
日
か

ら
平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で
、

水
道
施
設
現
地
確
認
の
た
め
委

託
業
者
が
宅
地
内
に
入
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

委
託
業
者
名
：
（
株
）パ
ス
コ

●
稲
敷
市
水
道
局
江
戸
崎
事
務

所
☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
４
２

５
５不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で

は
、10
月
の「
土
地
月
間
」に
合

わ
せ
、無
料
相
談
会
を
開
催
。

日
時
：
牛
久
会
場
＝
10
月
４
日

（
火
）午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
、

土
浦
会
場
＝
10
月
５
日（
水
）午

前
９
時
30
分
か
ら
正
午
／
相
談

会
場
：
牛
久
会
場
＝
牛
久
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
牛
久

市
柏
田
１
６
０
６
‐
１
）、
土
浦

いろ
いろ

ir

法
：
11
月
４
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
７
‐
６
２
‐
２
３
６

７
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

で
は
、
10
月
の
行
政
書
士
制
度

「
強
調
月
間
」に
合
わ
せ
、
無
料

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
10
月
30
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
／
相
談
会

場
：
江
戸
崎
公
民
館
／
相
談
内

容
：
相
続･

遺
言
、
法
人
設
立
、

営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
、
農

地
転
用
許
可
、
帰
化
・
永
住
・

在
留
資
格
変
更
、
交
通
事
故
、

権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す

る
こ
と
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
☎
０
２

９
‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

司
法
書
士
法
律
相
談

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月

１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
司
法
書
士
法
律
相
談
を
無

料
で
行
い
ま
す
。

日
時
：
10
月
１
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
／
相
談
会

場
：
阿
見
会
場
＝
阿
見
町
中
央

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

竜
ヶ
崎
保
健
所
で
は
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
の
者
の
家
族
や
支
援

者
等
を
対
象
に
無
料
の
家
族
教

室
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
11
月
11
日（
金
）午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
30
分
／
場

所
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０

６
‐
１
）
／
定
員
：
80
名
程
度

／
内
容
：
第
１
部
＝
講
演
「
今
、

家
族
が
で
き
る
大
切
な
対
応
」、

第
２
部
＝
家
族
の
声
「
今
、
家

族
が
で
き
る
こ
と
、
家
族
に
必

要
な
こ
と
」、
第
３
部
＝
講
師

と
家
族
と
の
交
流
会
／
申
込
方
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ク
シ
ョ
ン
・
装
備
品
展
示
・
戦

車
試
乗
・
高
機
動
車
試
乗
（
雨

天
中
止
）の
ほ
か
、
野
外
売
店
も

出
店
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
16
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
／
場

所
：
陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯
地

（
武
器
学
校
）

●
陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯
地
広

報
援
護
班
☎
０
２
９
‐
８
８
７

‐
１
１
７
１（
内
線
２
２
６
）

お
詫
び
と
訂
正

９
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

子育てカレンダー
■地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）

日程 内容 会場 定員
10月1日（土） つばさ運動会（０歳～） 新体 15組
10月4日（火） 子育て運動会（０歳～） 改 45組
10月6日（木） 赤ちゃん体操（0～1歳） ふ 15組
10月11日（火） 伝承遊び講座（0歳～） ふ 15組
10月13日（木） 作って遊ぼう（1～2歳半） ふ 15組
10月18日（火） 作って遊ぼう（2歳半～） ふ 15組
10月20日（木） 親子遠足（千葉動物公園）  10組
10月25日（火） サロンの日（0～） ふ どなたでも
■ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
10月13日（木） いもほり 二 30組
10月25日（火） 型おし遊び 沼 30組
■あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
10月1日（土） 運動会 桜幼 どなたでも
10月26日（水） 手作りおもちゃで遊ぼう 桜保 どなたでも
会場：新体＝新利根体育館／改＝新利根改善センター／ふ＝ふ
れあいセンター／ニ＝江戸崎第ニ保育所／沼＝沼里コミセン／
桜幼＝桜川幼稚園／桜保＝桜川保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時～
 日曜＝午前9時～
料理教室 10月24日（月）午前10時～
リハビリ体操教室 10月24日（月）午後１時～
太極拳教室 10月26日（水）午後1時30分～
生花教室 10月20日（木）午後１時30分～
手話愛好会 10月21日（金）午後７時～
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分～
絵手紙教室 10月26日（水）午後１時30分～
梅さんの落語会 10月7日（木）午前10時30分～
囲碁教室 月曜午後１時～
仏教講座 10月14日（金）午前10時30分～

「
生
島
ヒ
ロ
シ
」講
演
会

関
東
信
越
税
理
士
会
竜
ヶ
崎
支

部
と
土
浦
支
部
で
は
、「
税
を

考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

無
料
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
18
日（
火
）午
後
２

時
開
演
／
場
所
：
龍
ケ
崎
市
文

化
会
館
／
講
師
：
生
島
ヒ
ロ
シ

／
テ
ー
マ
：
心
の
健
康
、
体
の

健
康
、
も
ひ
と
つ
お
ま
け
に
財

布
の
健
康

●
関
東
信
越
税
理
士
会
竜
ヶ
崎

支
部
☎
０
２
９
７
‐
６
６
‐
２

５
７
１

武
器
学
校
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
、
開
設

記
念
日
の
た
め
、
地
域
の
皆
様

に
一
般
開
放
し
ま
す
。ア
ト
ラ

イベ
ント

Ev

総人口：49,904人（-30）
男：24,757人（-12）
女：25,147人（-18 ）

世帯数：14,920（-13）
※9月1日現在。かっこは前月比

発生件数：37（222）
負傷者：45（281）
死者：0（9）

※8月1日～31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

会
場
＝
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
１
ウ
ラ

ラ
ビ
ル
）

●
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
‐
２
４
６
‐
１
２
２

２

し
ま
す
。

Ｐ
15
＝
「
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
空
手
道
練

成
大
会
」
の
記
事
中
、

形
の
部
の
中
学
生
の

成
績

【
誤
】
２
位
：
高
安

ひ
と
み
（
東
）、
３

位
：
根
本
千
秋（
東
）

【
正
】
２
位
：
根
本

千
秋（
東
）、
３
位
：

高
安
ひ
と
み（
東
）
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■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。10月17日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝10月25日（火）／新利根庁舎＝10月26（水）

／時間：午後1時～
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）
■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ／無料／時間：午後１時30分～４時
▽江戸崎福祉センター tel.029-892-5711＝10月13日（木）

▽ふれあいセンター tel.0297-87-6888＝10月6日（木）

▽桜川庁舎tel.029-892-2000（内線4801）＝10月20日（木）

▽東公民館tel.0299-80-5070＝10月27日（木）

■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
▽江戸崎公民館＝10月5日（水）午後1時～4時 ▽ふれあ
いセンター＝10月6日（木）、20日（木）午後１時30分～４
時 ▽桜川公民館＝10月20日（木）午後１時～４時 ▽東
公民館＝10月19日（水）午後１時～４時
■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：10月12日（水）午後1時～午後4時まで／場所：桜川
公民館
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：10月12日（水）、28日（金）午前10時～午後4時／場所：
江戸崎公民館／申込：要予約
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■子育てサロン
就学前のお子さんとその親を対象に開催します。
日程：10月12日（水）、28日（金）午後1時30分～3時30分
／場所：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

■10月の納税（納期限：10月31日（月））
市県民税：3期、介護保険料：4期、国民健康保険税：4期

■休日診療当番医
10月2日（日） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
10月9日（日） 江戸崎眼科医院（江戸崎）tel.029-892-0262
 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
10月10日（月） 宮本病院（東）tel.0299-79-2114
 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
10月16日（日） 佐倉クリニック（江戸崎）tel.029-892-7011
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
10月23日（日） 坂本医院：坂本隆二（江戸崎）tel.029-892-2232
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
 若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-0533
 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
10月30日（日） 鈴木クリニック（江戸崎）tel.029-892-3640
 阿見第一クリニック（阿見）tel.029-887-3511
 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■交通事故相談
日時：10月19日（水）午前10時から午後3時まで／会場：
茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）▽江戸崎庁舎第2駐車場奥=10月6
日（木）、20日（木）午後1時30分～50分 ▽桜川保健センター
前駐車場＝10月13日（木）、27日（木）午前10時40分～11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

informationくらしと情報
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ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
の
郷
で

稲
刈
り
体
験

８
回
目
と
な
る
東
地
区
の
収
穫
祭
。

会
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
稲

刈
り
体
験
に
集
ま
り
ま
し
た
。私

も
一
緒
に
な
っ
て
稲
刈
り
を
や
っ

て
み
る
こ
と
に
…
。最
初
は
難
し

そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
意
外
と
簡

単
！
女
の
人
の
力
で
も
簡
単
に
刈

れ
ま
す
。が
、
隣
に
い
た
お
じ
さ

ん
に
ダ
メ
出
し
さ
れ
ま
し
た
（
悲
）。

「
ノ
コ
ギ
リ
の
よ
う
に
し
ち
ゃ
ダ

メ
だ
よ
。こ
う
、
手
首
の
ス
ナ
ッ

プ
が
大
事
な
ん
だ
か
ら
」
も
し
か

し
て
地
元
の
人
？
軽
や
か
な
手
つ

き
で
刈
り
取
っ
て
い
き
ま
す
。稲

刈
り
に
も
コ
ツ
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ

と
、感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整いたします。）

朝昼晩と、三食お米を食べないと気が済
まないくらいご飯好きの私。稲刈り体験
なんて小学生の時以来で、とても楽しみ
です。とにかく頑張りたいと思います！

今月のレポーター
さん（沼田台）

わが故
ま ち
郷の味、発見の旅へ…no.3

いなしきいなしいなしいなしきききききうまいもん

大盤振舞い！
Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑩
」
係

300-059550

○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○ご希望の商品名
○わたしのオススメ！
うまいもん

○広報稲敷の感想

☎0299-78-2141
稲敷市上之島3221-2
OPEN 午前8時30分から午後5時
毎週日曜日定休

市役所
東庁舎
市役所
東庁舎

東支店東支店
フラワーショップフラワーショップ

県道取手・東線県道取手・東線

国道51号国道51号 至 潮来 佐原至 潮来 佐原

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

利根川利根川

東部経済センター東部経済センター
ガソリンスタンドガソリンスタンド

JA稲敷 東部経済センター

コシヒカリにもち米をかけあわせた
ような食味で、冷めても固くならず
おいしいので、おにぎり、お弁当など
に最適です。

モ
チ
モ
チ
感
・
粘
り
・
ツ
ヤ
に
不
満
を
感

じ
て
い
た
方
、ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

モチモチした食感がたま
りません！

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
も
、

水
加
減
が
命

お
昼
に
は
、
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン

の
お
に
ぎ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。実
は
、

こ
っ
ち
の
方
が
楽
し
み
だ
っ
た
り

し
て
（
笑
）。ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン

を
食
べ
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、

す
ご
く
モ
チ
モ
チ
し
て
い
て
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
も
、
水
加

減
が
命
。通
常
の
お
米
よ
り
も
15

〜
20
％
ほ
ど
水
を
少
な
く
し
て
炊

く
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

お日様の光をいっぱいに
浴びて、元気にすくすく
と育ったお米です。

今回、あずま米産地づくり推進協議会さん
から「ミルキークイーン（2kg）」を提
供していただきました。広報敷の読者
の方 15 名様にプレゼントいたします。
はがきでご応募ください。お一人様一
通とさせていただきます。締切10月21
日消印有効。当選者の発表は商品の発
送をもってかえさせていただきます。
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1
合
併
記
念
！
夏
ま
つ
り

い
な
し
き
夏
ま
つ
り
が
８
月
20
日
、
江

戸
崎
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。会
場
で
は
ミ
ニ
商
店
街
や
、

舞
え
ど
連
に
よ
る
よ
さ
こ
い
の
披
露
、

市
内
出
身
の
竹
内
直
毅
さ
ん
に
よ
る
ラ

イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
花
火
大
会
で
は
１
万
２
０

０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜

空
に
舞
い
上
が
る
大
輪
の
花
に
観
客
か

ら
は
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

2
花
と
緑
の
環
境
コ
ン
ク
ー
ル

き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
県
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
花
と
緑
の
環
境

美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
学
校
の
部
へ
、
市

内
か
ら
は
根
本
、
阿
波
、
あ
ず
ま
南
の

３
つ
の
小
学
校
が
選
ば
れ
、
８
月
３
日

そ
の
地
方
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
結
果
あ
ず
ま
南
小
学
校
が
県
南
地
区

の
代
表
に
決
ま
り
、
中
央
審
査
へ
推
薦

が
決
ま
り
ま
し
た
。

3
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
収
穫
祭

９
月
10
日
、
手
賀
組
新
田
の
水
田
で
、

あ
ず
ま
米
産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
、「
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク

イ
ー
ン
の
郷
収
穫
祭
」
が
首
都
圏
の
消

費
者
を
招
待
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
馴
れ
な
い
手
つ
き
で

鎌
を
使
い
な
が
ら
、
楽
し
く
稲
刈
り
を

1-b

1-a

1-b
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体
験
し
て
い
ま
し
た
。

4
お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き
た

市
立
図
書
館
に
「
全
国
訪
問
お
は
な
し

隊
」
が
８
月
20
日
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
は
な
し
隊
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
、

全
国
の
図
書
館
な
ど
を
回
り
な
が
ら
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。集
ま
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
お
話
を
聞
い
た
り
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
の
中
の
絵
本
を
読
ん
だ
り

と
、楽
し
く
本
に
接
し
て
い
ま
し
た
。

5
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

８
月
22
日
江
戸
崎
庁
舎
前
の
駐
車
場
で

行
わ
れ
た
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
。会
場
で
は
、
稲
敷
地
区
交

通
安
全
協
会
お
よ
び
同
母
の
会
が
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
を
迎
え
、
市
長（
代
理
）か
ら
、

交
通
事
故
撲
滅
に
関
す
る
決
意
表
明
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

6
ヤ
ク
ル
ト
か
ら
車
椅
子
の
寄
贈

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ
千
葉
中
央
ヤ

ク
ル
ト
販
売
か
ら
車
椅
子
4
台
が
贈
ら

れ
、
８
月
29
日
目
録
の
贈
呈
が
市
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
売
上
金
の

の
一
部
と
ス
タ
ッ
フ
の
募
金
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
地
域
社
会
貢
献
活
動
で
す
。

車
椅
子
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
利
用
さ

れ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
8-9月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

23

45

6

photo：あずま南小学校
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4. 活動に参加して、いろいろな人と出
会えるクラブ
●稲敷市教育委員会生涯学習課社会体
育係tel.0297-87-3439（直通）

総合型地域スポーツクラブの紹介
「新利根ライフスポーツクラブ」は市
内で唯一の総合型地域スポーツクラブ
として活動を行っています。平成16
年には（財）日本体育協会から認定を受
け、委託事業として毎月2回スポーツ
教室「ライフスポーツDAY」を行って
おり、市民のスポーツ活動を支援して
います。
ライフスポーツDAYでは、新利根

運動公園、体育館、テニスコートなど
一般に開放し、ラージボール卓球教室、
バドミントン教室、硬式テニス教室、
ハイキング教室、バスケットボール教
室、テニス交流大会、などのさまざま
な教室を行っています。だれでも楽し
めるスポーツ教室です。ぜひご参加く
ださい。
場所：新利根総合運動公園体育館・テ
ニスコート／日程：毎月2回実施（日曜

日）、（10月は2日（日）、16日（日））午前
9時～正午／対象：年齢制限なし

の毎週水曜日全8回（10/16と11/3は

除く）、午後7時30分～8時30分／場
所：江戸崎体育館サブアリーナ／参加
費：2,000円／申込：江戸崎体育館へ
電話で申込む。9月28日（水）から受
付。参加費は教室初日までに納める／
定員50名（稲敷市の方が優先）

●江戸崎体育館：tel.029-892-8661
（月曜休館日）／稲敷市荒沼3-1

総合型地域スポーツクラブ
を創ってみませんか？

「総合型地域スポーツクラブ」とは、こ
れまでのスポーツクラブと違い、地域
住民が主体的に運営し、年齢や種目に
とらわれず自由に活動するスポーツク
ラブです。市教育委員会では、総合型
地域スポーツクラブ設立のお手伝いを
します。身近なスポーツ施設を使った
自分たちのクラブ作りをしてみません
か！
総合型地域スポーツクラブの特徴
1. 子供からお年寄りまで、だれでも参
加できるクラブ
2. 理念や運営方法など決定し、住民主
導で行うクラブ
3. いろいろな種目を楽しめるクラブ

境を確立することを目的とします。
役員
会長＝髙城功、副会長＝宮本隆典、高
野貴世志、根本光起、稲葉嘉一
●事務局＝稲敷市教育委員会生涯学習
課社会体育係（新利根庁舎）tel.0297- 
87-3439（直通）

スポーツ少年団設立

市スポーツ少年団の設立総会が、８月
８日に江戸崎総合運動公園体育館で行
われました。総会では、会則や役員の
選出、今年度の事業計画・予算などが
決議されました。
スポーツ少年団は、スポーツ少年団

の普及と育成及び自主的運営の活発化
を図り、青少年にスポーツを振興し心
身の健全な育成に資することを目的と
します。
役員
本部長＝根本光起、副本部長＝坂本
二三男、高城和夫、高野貴世志
●事務局＝稲敷市教育委員会生涯学習
課社会体育係（新利根庁舎）tel.0297- 
87-3439（直通）

スポーツ教室参加者募集

初級エアロビクス教室
初心者でも大丈夫。音楽に合わせて楽
しく汗をかきましょう。日程：10月
13日～12月8日の毎週木曜日全8回
（11/3は除く）、午後7時30分～8時
30分／場所：江戸崎体育館メインア
リーナ／参加費：2,000円／申込：江
戸崎体育館へ電話で申込む。9月29
日（木）から受付。参加費は教室初日ま
でに納める／定員100名（稲敷市の方

が優先）

中級エアロビクス教室
少しステップアップした中級者クラス
です。日程：10月12日～12月14日
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スポーツ
●稲敷市教育委員会生涯学習課
社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

団体種目
団体種目には「団体ギネス種目」と
「団体トーナメント種目」の2種類が
あります。なお団体種目は事前に申
込みが必要です。
団体ギネス種目
団体ギネスは上位3チームを表彰。
また優勝チームをいなしきギネスと
して認定します。
・ロープジャンピング（長縄跳び）

・ムカデ競争
・10人11脚競争

団体トーナメント種目
団体トーナメントは上位3チームを
表彰。
・3 on 3
・親子ダブルスバドミントン
・勝ち抜きPKバトル
・キックベースボール

個人種目
参加者全員に記録証を発行します。
上位入賞者を表彰。優勝者を「いな
しきギネス」として認定します。

市民スポーツ
フェスティバル

稲敷市誕生を記念し、市民が楽しめる
スポーツイベントとして「稲敷市民ス
ポーツフェスティバル2005」を開催

します。このフェスティバルでは、市
民の方々が記録したスポーツ種目の結
果を「いなしきギネス」として認定し
ます。ぜひ参加して記録を残してみま
せんか？
また、当日は「いなしきウルトラク

イズ」など子ども
からお年寄りまで
楽しめるイベント
も用意していま
す。
なお、スポーツ

フェスティバルの
詳しい内容、参加
募集については9
月下旬にチラシを
各戸配布します。

団体種目とフリーマーケットの申込
期間は10月中を予定してます。
日程：11月19日（土）午前9時～（雨天

の場合、屋外種目は翌20日（日）へ順延）

／場所：江戸崎総合運動公園
●稲敷市教育委員会生涯学習課社会体
育係tel.0297-87-3439（直通）

体育協会設立

市体育協会の設立総会が、８月10日
に江戸崎公民館で行われました。総会
では、会則や役員の選出、今年度の事
業計画・予算などが決議されました。
体育協会は、スポーツの振興と各競

技団体の育成強化を図り、体育の自主
的活動を通して、健康な市民の生活環

市民スポーツフェスティバル種目

個人ギネス種目
・ドリブルスピードトライアル（バ

スケット、サッカー）

・長ぐつ飛ばし
・ターボジャベリング投げ
・スピードガンコンテスト
・ストラックアウト

レクリエーション
・体力測定コーナー
・フリーマーケット
・いなしきウルトラクイズ
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乳幼児予防接種
申込：予約制です。会場へ申込みください。11月実施分は10月20日（火）から受付します。／時間：江戸崎保健センター・
ふれあいセンター＝午後1時10分～1時40分、東保健センター＝午後1時30分～午後2時
11月7日（月） 三種混合 東保健センター 11月8日（火） 麻しん 江戸崎保健センター
11月10日（木） 三種混合 江戸崎保健センター 11月18日（金） BCG 江戸崎保健センター
11月24日（木） 三種混合 江戸崎保健センター 11月25日（金） ポリオ ふれあいセンター

乳幼児健診及び育児教室
申込：会場へ申込みください。個人通知は、対象者に通知しますので申込み不要です。
11月4日（金） 3～4か月児健診 午前9時30分～9時45分 ふれあいセンター 個人通知※11月11日から変更

11月11日（金） マタニティ教室① 午前10時～ 東保健センター 要申込
11月11日（金） 6～7か月児育児教室 午後1時15～1時30分 ふれあいセンター 個人通知
11月15日（火） 1歳6か月児健診 午後1時15～1時30分 桜川保健センター 個人通知
11月17日（木） 2歳児歯科健診 午後1時15～1時30分 江戸崎保健センター 個人通知
11月18日（金） 1歳6か月児健診 午前9時～9時30分 ふれあいセンター 個人通知
11月22日（火） 3歳児健診 午後1時15～1時30分 江戸崎保健センター 個人通知
11月28日（月） マタニティ教室② 午前10時～ 東保健センター 要申込

子育て教室「キッズクラブ」
親子で遊ぶ教室です。申込：会場またはふれあいセンターまで／時間：午前10時～11時30分
11月22日（火） 桜川保健センター 11月30日（水） 東保健センター

相談
健康についてお気軽にご相談ください
11月7日（月） 住民健康相談 午前10時～11時 ふれあいセンター 直接来所
11月10日（木） 歯の健康相談（成人） 午前10時～11時30分 東保健センター 要予約

リハビリ
簡単な体操です／申込：予約制／時間：午後1時30分～3時30分／場所：ふれあいセンター
11月2日（水）、9日（水）、16日（水）、30日（水）

精神保健
申込：予約制。会場へ申し込んでください。
11月4日（金） こころの健康相談 午後1時30分～3時30分 東保健センター
11月24日（木） こころのリハビリ 午前10時～11時30分 ふれあいセンター
11月24日（木） こころの健康相談 午後1時30分～3時30分 ふれあいセンター

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力をお願いします。
11月25日（金） 午前9時30分～11時30分 東庁舎 11月28日（月） 午前10時～午後3時30分 SCパンプ

婦人科検診（子宮がん・乳がん検診）
申込：予約制。会場へ申し込んでください。
11月14日（月）～18日（金） 東保健センター 要予約
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

予防接種でインフルエンザ
の重症化を防ごう！

■感染を防ぐ3つポイント！
インフルエンザは感染力が強く、冬の
季節には爆発的に流行することがあり
ます。インフルエンザから身を守るた
めの3つのポイントを覚えておきまし
ょう。
1. ただのカゼとあまく見ない
インフルエンザは、重症化すると肺炎、
脳症などの深刻な合併症を招く危険な
感染症です。
2. 予防の基本は、ワクチン接種
もっとも効果的な予防法は、流行前に
予防接種を受けることです。100%
予防することはできませんが、発症し
ても重症化を防ぐことができます。接
種を受けてからワクチンの効果がでる
まで約2週間、効果は約5か月間とさ
れています。できれば、12月中旬ま

でに受けるとよいでしょう。
3. かかったかな？と思ったら早めの
受診
最近では、インフルエンザウイルスに
直接作用し、増殖を抑える薬が登場し
ました。早めに医療機関で相談しまし
ょう。
■65歳以上の予防接種
高齢者にとってインフルエンザは、重
症化すると危険な病気です。稲敷市で
は予防接種法により65歳以上の方に
予防接種費用の一部負担をしていま
す。ぜひご利用ください。
対象：市に住所を有する方で、①接種
日に65歳以上の方または、②60歳以
上65歳未満で心臓・肝臓・呼吸器に
重い病気のある方（障害手帳1級程度）

対象者には10月中旬頃に通知しま
す。／接種時期：平成17年10月17
日（月）～12月28日（水）／接種回数：
1回／補助金額：2,000円／接種方法：

医療機関にて個別接種

はつらつ運動教室

市では筋力低下を防ぐ「はつらつ運動
教室」を開催します。人間は運動をし
ないと筋力が低下し、つまずきやすく
なったり、転倒し骨折することもあり
ます。元気ではつらつと過ごすために、
ぜひ教室に参加して運動を毎日の生活
に取り入れてみませんか？
講師：ボディーケアセンター寺西憲二
先生／日程：11月8日（火）①運動講
話、筋力低下を予防する運動パート1、
11月18日（金）② 筋力低下を予防す
る運動パート2／時間：午後1時30
分～3時30分／場所：桜川公民館／
対象：市在住の方で60歳以上の方／
必要な物：動きやすい服装、運動靴／
申込：10月31日（月）までに、桜川保
健センターへ電話で申し込む

健康づくり事業「運動教室」
随時、参加者を募集しています。／申込：ふれあいセンターへ／時間：午前＝午前10時～、午後＝午後2時～、午後※＝午後
1時30分～
11月1日（火）午前 リフレッシュ体操＆体力づくり 11月4日（金）午前 新利根散策！ウォーキング教室
11月7日（月）午後 さわやか体操・いこいのプラザ 11月8日（火）午前 リフレッシュ体操＆体力づくり
11月8日（火）午後※ はつらつ運動教室 11月10日（木）午前 江戸崎散策！ウォーキング教室
11月10日（木）午後 しぼれ！体脂肪＆生活習慣病予防教室 11月14日（月）午後 さわやか体操・根本共同利用施設
11月15日（火）午前 リフレッシュ体操＆体力づくり 11月17日（木）午前 親子で遊ぼう！
11月18日（金）午前 東散策！ウォーキング教室 11月18日（金）午後※ はつらつ運動教室
11月24日（木）午後 しぼれ！体脂肪＆生活習慣病予防教室 11月25日（金）午前 桜川散策！ウォーキング教室
11月25日（金）午後 いきいき体操教室 11月29日（火）午前 リフレッシュ体操＆体力づくり
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図書館・図書室だより

10月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28 29
 30 31
休館（室）日：■
開館（室）時間：午前9時～午後５
時、※図書館は水曜日のみ午前11
時～午後7時
※江戸崎図書室：毎週月曜日と
10月11日（火）、25日（火）休室
※新利根、桜川図書室：毎週月曜
日と、10月11日（火）休室

市立図書館新着図書
1「でいごの花の下に」
池永陽

2「社長の顔が見たい」
曾野綾子

3「若草姫」高橋義夫
4「悲歌」佐高信

「雑誌リサイクル」を開催します。昨年
度の雑誌を配布いたします。なくなり
次第終了とさせていただきますので、
お早めにお越しください。
日程：9月28日（水）～10月9日（日）

※月曜日休館／場所：江戸崎公民館2
階会議室前

新利根図書室情報

おはなし会
「運動会と秋」のお話会を開催します。
また、風船を使ったミニ運動会も行い
ます。どなたもお気軽にどうぞ。
日程：10月1日（土）午後2時から4時
まで／場所：新利根公民館2階和室

てみませんか。
10月の展示
秋の読書週間に合わせて、お勧めの本
を展示します。
新着図書
「平原のたび」ジーン・Ｍ・アウル、「炎
の記憶」近藤信行、「忘れそうなモノ語
り」林えり子、「『金の卵』転職流浪記」
大宮友信、「曽根崎比丘尼」富樫倫太郎、
「星の王子さま」アントワーヌ・ド・サ
ン、「八丁堀春秋」花家圭太郎、「アムニ
ジアスコープ」スティーブ・エリクソ
ン、「眼が見えない猫のきもち」徳大寺
有恒、「刺客荊」塚本青史

江戸崎図書室情報

雑誌リサイクル

市立図書館情報

子ども映画会
「ハメルンの笛吹き／おしゃれなくじ
ゃく」
日程：10月8日（土）、9日（日）午後2
時から（上映時間22分）／申込：当日図
書館カウンターで申し込み／定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、子どもたちへ紙
芝居や絵本を読んでくれます。
日程：9月25日（日）午後2時～
「本を読んでる君が好き」秋の読書週間
10月27日（木）から11月9日（水）ま
では「秋の読書週間」です。読書週間は、
すべて世代の人が本に親しむきっかけ
となるように毎年秋に設けられていま
す。この機会に読書の楽しさを見つけ

1 2

3 4

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 図書館蔵書検索：HP opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981
 ※ご利用方法は施設ごとに違いますので、ご確認ください。
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の
文
化
促
す
如
く
打
ち
上
げ
る
花
火
は
ゆ
ら
ゆ
ら
金
縷る

を
垂
ら
す 

坂
本
よ
し（
須
賀
津
・
桜
）

あ
と
何
年
共
に
焚
け
る
か
送
り
火
を
語
り
つ
つ
仰
ぐ
時
雨
く
る
空 

永
長
小
夜（
古
渡
・
桜
）

霧
晴
れ
て
真
っ
青
の
空
広
い
湖
許
し
て
や
ろ
う
小
さ
い
い
つ
わ
り 

矢
崎
健
一（
古
渡
・
桜
）

葉
陰
に
て
採
り
残
し
た
る
大
茄
子
は
盆
に
先
祖
の
送
り
馬
と
な
る 

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
・
桜
）

山
あ
い
の
谷
津
田
の
道
を
散
歩
せ
り
昔
な
つ
か
し
き
花
を
見
ぬ
ま
ま 

松
本
し
も（
東
大
沼
・
東
）

雨
情
生
家
に
て
求
め
し
テ
ー
プ
梅
雨
の
日
を
ひ
と
り
聴
き
入
る「
船
頭
小
唄
」 

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
・
東
）

ゆ
っ
た
り
と
金
魚
の
泳
ぐ
水
槽
の
せ
ま
き
世
界
に
あ
ら
そ
ひ
あ
ら
ず 

小
泉
實（
福
田
・
東
）

夢
を
見
て
目
覚
め
し
朝
の
む
な
し
さ
よ
語
る
に
笑
う
ひ
と
の
居
な
く
て 

山
口
朋
子（
結
佐
・
東
）

穂
ば
ら
め
る
田
の
面
を
わ
た
る
風
清
し
台
風
七
号
事
な
く
過
ぎ
て 

鈴
木
て
る（
幸
田
・
東
）

八
十
歳
矩の
り

を
踰こ

え
ず
と
わ
が
道
を
行
か
む
と
思
へ
ば
心
静
け
し 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
・
東
）



ご意見を！ 市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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編集後記 ▽夏の日差しを見ると、取材に出るのが億劫になってしまいがちでした。稲刈りも終
わり、やっと秋の気配がそこかしこに漂う季節となり、取材に出掛ける足も軽やかになりそうで
す。（坂本） ▽この号を入稿したら、前から欲しかったデジタルオーディオプレーヤーを買いにい
ってきます。エヘ！（夏風邪で3週間近くも不調な、G4出） ▽いなしき夏祭りで花火撮影に初挑戦！
あまりのできの悪さに、私の写真が表紙を飾ることはなかった…。来年こそは！（池）

食堂食堂

柴崎郵便局柴崎郵便局

市役所
新利根庁舎
市役所
新利根庁舎

柴崎小学校柴崎小学校

商店商店

Ｐ
平井家住宅平井家住宅

今月は、柴崎（新利根地区）の「平井家住
宅」です。

☆
寄棟造りの茅

かや
葺
ぶ
き屋根が特徴の平井家

住宅。建築された年代は不明ですが、
建築の構造が古いことや、平井家先祖
の記録、新利根川が開削された時代背
景などから、江戸時代の寛

かんぶん
文年間

（1661年～）には建てられたと考えら
れています。墨

ぼく
書
しょ
があったと伝えられ

る元禄年間頃に、土間を増築したとみ

据えています。
江戸時代にタイムスリップ!? そん

なノスタルジックな気分にさせてくれ
ます。

られ、太い欅
けやき

の柱を入れています。
関東地方では屈指の古さの民家とい

えることから、昭和51年、国から重要
文化財の指定を受けました。その後、
貴重な江戸時代のたたずまいを後世に
残すため、平成13年から15年にかけ
て、大規模な修復工事が行われました。
建物規模は間口19.2メートル、奥行
9.7メートルで、平面積約182平方メ
ートル。ほぼ長方形の平面をもち、土
間の東側北半部が張り出してカマドを

ぶら～り・稲敷 no.4 平井家住宅の巻

入館のご案内
○開館日：火・水・木曜日
（12月29日～1月4日を除く）
※所有者の都合により臨時休館有

○開館時間：午前9時～午後4時
○入館料：200円






